
今月の食育だよりは両面です。

裏面には、”免疫力・抵抗力の

つけ方”について

掲載しています！

日高市学校給食センター

令和 7年 12月号（裏）

五節句の一つで、春の七草を入れた

七草がゆを食べて邪気を払い、

無病息災を願います。

邪気を払う小豆を入れた

「小豆がゆ」を食べる風習

があります。

地域の食材を使った

もち入りの汁物。主に

西日本では丸もち、

東日本では角もちが用

いられます。あん入りの

もちを入れる所、もちを

入れない所もあります。

１年で最も昼が短く、夜が長くなる日。

ゆず湯に入って身を清め、かぼちゃや

小豆を食べて邪気を払い、「ん」のつ

く食べ物を食べて「運」を呼び込む風

習があります。

１年の締めくくりとなる日。今年の

苦労を断ち切り、新年への願いを

込めて、年越しそばや「年取り魚」

を食べる風習があります。年取り

魚は地域によって異なりますが、

ブリやサケが用いられます。

2学期の給食も残りわずかとなりました。年末年始には、季節の行事にちなむ料理がたくさんありますが、

年末年始は給食がありません。行事食に触れるのは家庭での体験が中心になります。年末年始ならでは

の料理を囲みながら、ご家庭でも日本の食文化に触れてみましょう。

１年の始まりとなる日。

「歳神様」をお迎えするため、

門松、しめ飾り、鏡もちなど

を飾り、おせち料理やお雑煮

を食べて、新年のお祝いをし

ます。

おせち料理には、１つひとつ

の食材に願いが込められて

います。(左側参照）

また、「福を重ねる」「めでた

さを重ねる」と縁起を担ぎ、

重箱に詰めるのも特徴です。
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